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研究成果の概要（和文）：モノとしての聖具は、生産、流通、消費の各側面において、稀少な真正品に価値をおくので
はなく大量生産による模倣品の受容が前提となったシステムが成立している。そのような大量消費の主要な場となるの
が都市祭礼におけるパフォーマンスと形象化であり、ここにおいては無数の模倣品が個々の所有者のそれぞれの文脈に
したがって多様に宗教的消費される。さらにその下支えとなるのは、聖像をめぐる不思議な話（奇蹟譚）という宗教知
識のテキスト化である。聖像がモノとして個々人のお気に入りに装飾されるのと同様に、奇蹟譚において知識の面でカ
スタマイズされることを通して、真正品として消費されるのである。

研究成果の概要（英文）：In each aspect of production, distribution and consumption, the sacred materials p
rovide a system that premise the acceptance of replica or fakes through mass production instead of evaluat
ing rare authenticity. Main stage of mass consumption is the performance and figuration in town festivity,
 in which numerous replicas are consumed religiously in accordance with various contexts of each possessor
. Further, this system is underpinned by textualisation of religious knowledge on miracle stories. As well
 as religious statues are decollated in favor of each possessor, religious knowledge are customized and pe
rsonalized in miracles stories, and this is the way replica and fakes are turned to be authentic.
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１．研究開始当初の背景 
 （１）近年、消費宗教論ともいうべき分野
において、宗教活動を商品化する側面を捉え
る傾向、逆に消費行動の中に宗教性を読み込
む研究などは次第にさかんになってきた。フ
ィリピン研究の分野においては、消費社会・
消費文化との関連において民衆キリスト教
の世界と捉えようとする動きは顕著にはみ
られなかった。 
 
 （２）研究代表者はかつて、セブ州バンタ
ヤン島のインテンシブ調査において、聖像祭
祀や呪術的祈禱などの宗教実践において、じ
っさいに形象化・物質化されて信徒の目に触
れられること、つまり可視性という作用の重
要性を見出した。ここから、聖像や聖画、種々
の祈禱用具といった宗教実践にまつわるモ
ノ（本研究では一括して「聖具」と称す）に
注目するという着想を得た。 
 
 
２．研究の目的 
 （１）本研究の目的は、民衆キリスト教世
界にみられる「聖具」が宗教的観念・知識を
可視化させる作用を民族誌的に捉えるとと
もに、生活宗教における教義・教理の消費的
理解や流通的受容の側面を人類学的に考察
することである。 
 
 （２）世俗的価値観の動揺する現代社会に
おいて、大量消費から個人嗜好性へと変質し
つつある消費性向は、フィリピン民衆キリス
ト教世界のなかで微細な実践としての聖像
や祈禱用具などの「聖具」消費に如実にあら
われる。そこで本研究では、宗教的観念や教
義的知識の直接的理解から、可視化される聖
具という具体的モノを通した理解への転換
をめざす。 
 
 
３．研究の方法 
 （１）【方法一】モノとしての聖具（聖像、
聖画、祈禱用具等）の流通経路：聖具がどの
ように生産され、どのように流通サイクルに
のり、そして当事者の実際の生活においてど
のようにあつかわれているかを明らかにす
る。 
 
 （２）【方法二】都市祭礼におけるビジュ
アル効果をともなったパフォーマンスや形
象化：聖画や聖像の都市祭礼におけるビジュ
アル効果に、民衆キリスト教世界の＜可視化
＞作用の特質を見いだす。 
 
 （３）【方法三】宗教知識のテキスト化：
文字化されたモノとしての宗教知識と、その
宗教知識が個人の聖具に対する経験をさら
に具体化していく側面を掘り下げる。 
 
 （４）上記の諸点について、研究方法の基

盤をインテンシブ・フィールドワークにおき、
フィリピン・ビサヤ地方（セブ市）を中心と
した地域での観察調査とインタビュー、画像
収集調査（いかなるモノがどのように可視化
されるかを画像資料をも用いて記録する）、
ならびに文献調査等によって明らかにする。 
 
 
４．研究成果 
 （１）【方法一に対応した成果の１】モノ
としての聖具の流通経路の調査研究として、
セブ広域都市圏（Metro Cebu）におけるサン
ト・ニーニョ像の生産・流通・消費を追究し
た。まず生産過程においては、以下の諸点が
明らかとなった。 
 ①聖像製作に携わる専門職人（聖像師）は、
近郊市街のタリサイ市に集中的に在住し、セ
ブ市で販売されるサント・ニーニョ像の大半
（ほとんどすべて）を供給している。 
 ②聖像師にはおもに、木彫りと鋳型製造
（セラミック、樹脂など）の二系統に分かれ、
家系ごとに技術伝承がなされてきた。前者は
個人技によるところが多く、逆に後者は集団
による分業体制がとられることが多い。鋳型
聖像師の中心人物のひとりは、現在の流れ作
業の工程を整備した親方であり、家族親族に
限定せず、多くの弟子を抱え育てた。その親
方の工場が廃れた現在でも、その娘息子や弟
子たちが現役で聖像製作を継承している。 
 ③技術伝承には，秘匿性はあまりみられな
い。弟子筋の継承性は一定程度みとめられる
が、セブ市内の聖像販売人が買い付けのため
に直接訪れたときにデコレーションの仕方
などを見よう見まねで模倣することができ
る。つまり参入障壁の低さが広範な技術移転
の要因となり、量産体制を支えている。 
 
 （２）【方法一に対応した成果２】流通過
程には、以下のような特徴が見出された。 
 ①サント・ニーニョの聖像はおもに、(1)
教会付属のグッズショップ、(2)教会の外壁
沿いに設置された Stall（小屋風売店）、(3)
荷車にコンパクトに商品をならべる露天商、
の三種類の販売ルートによって商われてい
る。その他に町なかには聖具専門店がある。 
 ②上記の三種類の販売所は、取り扱う商品
や顧客サービスなどの側面において、概ね下
表のような対照がみられる。 
 ③教会付属のグッズショップは公認の販
売所として、聖像が権威づけられ高価である
ような印象を与えるが、鋳型製聖像の価格は
売店と大差はない。ただ、売店や露天商では
取り扱いづらい木彫聖像を扱っており、高級
品志向の顧客のニーズを満たす。 
 ④協会外壁沿いの小屋風売店は正規の営
業許可を受けており、いくつかの派閥ごとに
組合を結成するなど、組織的な側面がみられ
る。 
 ⑤そのような拘束をきらった一群が荷車
に載せられるだけの聖像を積んで移動販売



をはじめたのが露天商である。 
 ⑥生産過程の（縮小）再生産として：とり
わけ売店型の販売所では、補修だけでなく、
客足がまばらなときは小像を手作業もしく
は小規模な量産体制をとる場合もある。タリ
サイまで買い付けに行った際、聖像師の技術
を「見て覚えた」という者が大半である（が、
売店仲間間の横の情報交換も想定される）。 
 
 
表：サント･ニーニョ聖像流通の三経路 
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 （３）【方法一に対応した成果３】消費過
程は、つぎのようにまとめることができる。 
 ①購買者の多様なニーズとして、(1)値段
に比例したハイグレードさ、(2)自分のリク
エストに応じてくれる品揃え（バラエティ）
と補修などのアフターケア、(3)何年も同じ
販売者のところへ通える得意客（スキ）関係、
(4)値段の安さと値引き交渉に応じてもらえ
る気安さなど、それぞれの販売ルートによっ
て期待するものがちがっている。 
 ②とくに補修などのアフターケアは継続
的な関係を生成させ、聖具の消費過程が社会
関係に繋がっていく契機となり得る。 
 ③実質的な経済消費とは別の次元で、宗教
的・儀礼的消費としては、年一度のシヌログ
祭礼における聖像行列への参加、宗教経験の
語りなどが考えられる。 
 
 （４）【方法二に対応した成果】都市祭礼
におけるパフォーマンスと形象化に関する

調査に関しては、以下の諸点があきらかにな
った。 
 ①路上に聖像をしつらえたデコレーショ
ンや、路上ダンスチームのコスチュームや演
目を通したビジュアル化作用は、宗教的イメ
ージが民衆に受容されやすいかたちに形象
化される側面をとらえる上で重要性をおび
る。 
 ②教会所属のオリジナルの聖像だけが正
統づけられるのでなく、(1)（2）（3）の調査
で明らかになった大量生産・流通･消費によ
って、無限に模倣品（コピー、レプリカ）が
増殖しても儀礼的態度には遜色がないこと
が確認された。 
  
 （５）【方法三に対応した成果】宗教知識
のテキスト化に関する調査研究にあっては、
下記のような展開が見られた。 
 ①模倣品であっても真正品とかわらず熱
心な消費の対象となる根拠として、聖像との
個別的関係や奇蹟譚によって個人的にカス
タマイズされる側面について着眼すること
ができた。個別的物語化によるカスタマイズ
の背景には、奇蹟譚のステレオタイプとして、
教会を発信源とするテキスト化された宗教
知識が背景にある。 
 ②この個人的カスタマイズを支える宗教
知識が醸成される媒体として、聖具にまつわ
る出来事譚を収集するとともに、教会や宗教
団体が販売する小冊子等を比較した。それら
は奇蹟譚の基本形を示し、ある意味で「公定
奇蹟譚」のような役割を果たす。 
 ③そのいっぽうで個々の経験が具体化さ
れる際には、「公定奇蹟譚」がそのままなぞ
られるだけではなく、むしろそれとの距離関
係で個別に脚色され受容されながら、やはり
カスタマイズされた宗教知識が鍵を握ると
の洞察を得た。 
 
 （６）以上の総括として、方法一〜三を通
関する結論として、次のようにまとめること
ができる。すなわち、モノとしての聖具は、
生産、流通、消費の各側面において、稀少な
真正品に価値をおくのではなく大量生産に
よる模倣品の受容が前提となったシステム
が成立している。そのような大量消費の主要
な場となるのが都市祭礼におけるパフォー
マンスと形象化であり、ここにおいては無数
の模倣品が個々の所有者のそれぞれの文脈
にしたがって多様に宗教的消費される。さら
にその下支えとなるのは、聖像をめぐる不思
議な話（奇蹟譚）という宗教知識のテキスト
化である。聖像がモノとして個々人のお気に
入りに装飾されるのと同様に、奇蹟譚におい
て知識の面でカスタマイズされることを通
して、真正品として消費されるのである。 
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